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【
受
験
準
備
講
座
】

【
受
験
準
備
講
座
】

「
て
め
ー
の
よ
う
な
野
郎
は
ク

ビ
だ
！
明
日
か
ら
来
な
く
て
い

い
」
な
ど
大
変
に
物
騒
な
話
が
、

一
昔
前
の
建
設
業
の
現
場
に
は
間

々
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
解
雇
や
退

職
に
関
す
る
労
働
相
談
は
多
く
、

相
談
は
極
め
て
繊
細
な
問
題
を
含

む
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
即
法
律
的
処

理
を�
最
終
の
手
段
�と
す
る
こ
と

で
な
く
、話
し
合
い
で
円
満
に�
合

意
退
職
�
を
目

指
す
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

解
雇
は
、
会

社
と
労
働
者
の

間
の
労
働
契
約
を
、
会
社
側
の
意

思
で
一
方
的
に
終
わ
ら
せ
る
も
の

で
す
が
、
会
社
は
い
つ
で
も
自
由

に
解
雇
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
労
働
者
を
解
雇
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
第
1
に
、
解
雇
に
値

す
る
合
理
的
な
理
由
が
必
要
で

す
。
労
働
契
約
法
16
条
は
、
客
観

的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社

会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
な
い

解
雇
は
、
解
雇
権
の
乱
用
で
無
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
合
理
的
な
理
由
が
整
っ

て
い
て
も
、
手
続
き
が
正
し
く
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
労
働
基
準

法
20
条
で
は
、
労
働
者
を
解
雇
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
少
な
く
と

も
30
日
以
上
前
に
予
告
す
る
か
、

30
日
分
以
上
の
平
均
賃
金
を
支
払

う
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
「
就
業
規
則
が
な
い
け

ど
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

な
ど
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
就
業
規
則
は
絶
対
的
な
解
雇

権
の
保
障
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
う
し
た
会
社
で

も
解
雇
権
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、

就
業
規
則
に
解
雇

に
関
す
る
定
め
や
解
雇
事
由
を
定

め
て
お
く
こ
と
は
「
解
雇
に
値
す

る
合
理
的
な
理
由
」
の
有
無
の
点

な
ど
か
ら
、
問
題
を
変
に
こ
じ
ら

せ
な
い
た
め
に
も
有
効
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

労
働
基
準
法
で
は
、
退
職
に
関

す
る
事
項
に
解
雇
事
由
も
必
須
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
常
時
10
人
以
上

の
労
働
者
（
パ
ー
ト
等
を
含
む
）

を
使
用
す
る
使
用
者
は
、
就
業
規

則
を
作
成
し
、
労
働
基
準
監
督
署

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
を
就
業
規

則
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ

と
は
、
良
好
な
労
使
関
係
を
築
く

う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

社
会
保
険
労
務
士

市
川
秀
夫

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
「
カ
レ
ッ
ジ
」
と
表
記
）
の
第
24

期
生（
4
月
入
学
生
）募
集
の
最
終
期
限
が
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
は
労
働
組
合
が
運
営
す
る
専
門
教
育
機
関
と
し
て
広
く

社
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
支
部
・
分
会
で
声

掛
け
合
っ
て
、カ
レ
ッ
ジ
生
募
集
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
カ
レ
ッ
ジ
の
入
学
定
員
は
20

人
で
す
が
、
年
末
ま
で
に
3
回
の

入
学
選
考
を
終
え
た
段
階
で
入
学

予
定
者
は
10
人
に
届
か
な
い
現
状

で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
過
去
最
低

の
入
学
者
数
だ
っ
た
15
期
の
17
人

を
下
回
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

新
卒
就
職
戦
線
の
「
超
売
り
手

市
場
」、現
場
の
人
不
足
な
ど
募
集

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
東
京
土
建
11
万
人
の
組
合
員

が
総
力
を
あ
げ
れ
ば
、
毎
年
20
人

の
カ
レ
ッ
ジ
生
確
保
は
不
可
能
で

は
な
い
、
と
考
え
ま
す
。
今
、後
継

者
を
育
て
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来

重
大
事
態
に
陥
り
ま
す
。
最
後
の

最
後
ま
で
ご
一
緒
に
カ
レ
ッ
ジ
生

募
集
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

基
礎
か
ら
学
べ
る

仲
間
が
で
き
る

全
2
年
間
の
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育

は
、
伝
統
的
な
大
工
技
術
を
通
し

て
建
築
の
基
礎
を
総
合
的
に
学
べ

る
の
が
特
徴
で
す
。
共
に
学
ぶ
仲

間
と
の
出
会
い
も
貴
重
で
す
。
23

期
生
の
運
営
委
員
長
、
佐
藤
義
和

さ
ん（
葛
飾
支
部
）は
言
い
ま
す
。

「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
の
は
困
難
が

伴
い
ま
す
が
、
一
つ
の
こ
と
を
や

り
と
げ
る
こ
と
で
人
は
成
長
し
ま

す
。
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
」
。

皆
さ
ん
が
働
く
事
業
所
に
カ
レ

ッ
ジ
で
学
ん
で
も
ら
い
た
い
若
者

は
い
ま
せ
ん
か
。
家
族
や
知
人
の

お
子
さ
ん
で
入
学
対
象
者
は
い
ま

せ
ん
か
。
入
学
し
て
い
た
だ
い
た

研
修
生
は
、
講
師
・
指
導
員
、
事

務
局
一
同
、
誠
意
を
尽
く
し
て
育

て
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
は
毎

週
金
曜
・
土
曜
。
ご
都
合
の
良
い

日
に
見
学
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
4
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

1
月
23
日（
水
）

◆
応
募
締
切

1
月
31
日
（
木
）

◆
試
験
日

2
月
6
日
（
水
）

◆
結
果
発
表

2
月
8
日
（
金
）

第
5
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

2
月
12
日（
火
）

◆
応
募
締
切

2
月
21
日
（
木
）

◆
試
験
日

2
月
27
日
（
水
）

◆
結
果
発
表

3
月
1
日
（
金
）

※
説
明
会
、
試
験
の
会
場
は
池
袋

校
舎
。

※
説
明
会
の
開
催
時
間

①
午
後
2
時

②
午
後
7
時

（
所
要
時
間
1
時
間
半
程
度
）

※
試
験
の
実
施
時
間

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時
頃

【
見
学
会
】
1
月
25
・
26
日
（
金

・
土
）
『
建
築
構
造
実
験
』
（
江

東
実
習
場
）
。
見
学
会
以
外
の
授

業
日
も
見
学
で
き
ま
す
。

資
料
請
求
＆
入
学
相
談
は
、
東

京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
内
、

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
（
☎
5
9
5

0
―
1
7
7
1
）ま
で
お
気
軽
に
。

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
2
月

5
日
〜
6
日
（
火
水
）
池
袋
、
②

3
月
6
日
〜
7
日（
水
木
）池
袋
、

1
万
4
千
円

石
綿
2
月
19
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
2
月
20
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
2
月
21
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
2
月
28
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
2
月
26
日
〜
27
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
2
月
7
日
〜
8
日
（
木

金
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

木
造
建
築
物
の
組
立
て
2
月
5
日

〜
6
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
2
月
13
日
〜
15
日
（
水
木
金
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

増
改
築
相
談
員
2
月
28
日
（
木
）

池
袋
、
更
新
（
18
年
3
月
更
新
ま

た
は
17
年
3
月
更
新
で
き
な
か
っ

た
方
）
午
後
の
み
、
2
万
円

新

規
（
経
験
10
年
以
上
）
丸
1
日
、

3
万
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
2
月
16
日
〜
17
日
（
土

日
）
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー（
足
立
区
綾
瀬
）、
1
万
6
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
（
前
回
受
講
が

2
0
1
0
年
度
ま
た
は
建
築
士
登

録
が
2
0
1
0
年
度
の
方
は
、
今

年
3
月
中
に
受
講
義
務
）
①
2
月

19
日
（
火
）
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
②
3
月
8
日
（
金
）
、
全
建

総
連
神
奈
川
県
連
会
館
、
1
万
円

1
級
建
築
施
工
管
理
技
士
（
2
級

合
格
者
ま
た
は
同
程
度
の
方
を
対

象
）
3
月
31
日
夜
開
講
式
、
講
義

4
〜
6
月
（
木
曜
夜
と
日
曜
昼
）

池
袋
、
7
万
円

カ
レ
ッ
ジ
で

学
ぶ
メ
リ
ッ
ト

1
、
人
と
自
然
に
優
し
い
木

造
建
築
を
基
礎
か
ら
学
べ
る

2
、
建
築
士
、
技
能
士
へ
の

近
道

3
、
お
互
い
を
高
め
合
え
る

仲
間
と
出
会
え
る

4
、
他
の
学
校
に
比
べ
て
格

段
に
安
い
学
費

塗
装
（
正
規
・
短
期
）

共
和
建
装
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
3
9
1
3
―
1
9
4
6

圧
接
工
・
圧
接
補
助
（
正
規
）

荒
木
圧
接
㈲
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
1
6
―
8
4
2
4

Ｌ
Ｇ
Ｓ
＋
ボ
ー
ド
（
正
規
）

㈱
す
が
わ
ら
内
装
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
1
9
3
―
0
9
8
3

建
築
塗
装
（
正
規
・
短
期
）

建
装
社
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
1
5
4
―
3
8
1
2

現
場
管
理
（
正
規
）

㈱
白
鳥
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
0
1
―
8
4
8
6

配
管
工
（
正
規
）

㈱
ア
ッ
ク
ア
設
備
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
4
―
0
2
2
1

大
工
（
正
規
）

Ｓ
Ｚ
ホ
ー
ム
㈱
（
江
戸
川
支
部
）

☎
3
6
5
6
―
3
0
2
1

配
管
工
作
業
ス
タ
ッ
フ
（
正
規
）

()同
末
広
（
足
立
支
部
）

☎
5
8
3
7
―
4
6
4
9

塗
装
（
短
期
）

琉
清
建
装
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
4
4
―
2
0
9
1

軽
鉄
・
ボ
ー
ド
貼
（
正
規
）

㈲
エ
ヌ
ア
ン
ド
ワ
イ
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
5
0
―
5
4
3
5
―
6
7
1
3

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈲
盛
澤
工
務
店
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
9
4
8
―
1
9
2
5

建
築
金
属
金
物
取
付
（
正
規
）

豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
6
7
5
5
―
1
9
6
6

建
具
営
業
〈
事
務
・
在
庫
管
理
〉
・
経

理
（
正
規
）

㈲
恒
進
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
2
7
―
9
5
8
0

現
場
監
督
（
正
規
）

㈱
ワ
イ
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
府
中
国
立

支
部
）

☎
5
3
5
2
―
6
7
5
1

置
床
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
巾
木（
正
規
）

㈱
Ｌ
ｉ
ｍ
ｅ
ｓ
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ（
江
戸
川

支
部
）

☎
0
9
0
―
4
4
2
6
―
6
6
0
1

給
排
水
設
備
（
短
期
）

ア
イ
ホ
サ
ー
ビ
ス
（
杉
並
支
部
）

☎
5
9
0
3
―
9
9
6
4

鍛
冶
工
（
正
規
）

小
倉
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
9
2
7
―
2
9
5
6

と
び
工
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ゲ
ン
（
台
東
支
部
）

☎
0
7
0
―
5
5
6
5
―
2
3
9
6

電
気
工
事
（
正
規
）

㈱
マ
ル
サ
ン
エ
レ
コ
ム
（
江
東
支
部
）

☎
5
6
6
9
―
6
1
8
5

造
作
大
工
（
正
規
・
請
負
）

㈱
住
ｉ
ｎ
ｇ
（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
1
6
―
3
8
2
5

２４
期
生
の
応
募
最
終
期
限
迫
る

２４
期
生
の
応
募
最
終
期
限
迫
る

東京建築
カレッジ

総
力
あ
げ
て
取
組
み
を

国宝・文化財級の建築物の補修・復元現場を見学
した22期生の奈良研修（東大寺大仏殿前で）。宿泊
研修の参加費は授業料に含まれている

23期生の実習棟実習。柱と梁の接合
部を確認中。仲間と一緒に、図面を読
み取り、手刻みで2階建て木造軸組
み住宅をつくる体験は感動を生む

37

不
合
理
な
解
雇
は
無
効

合
意
退
職
目
指
す
こ
と
が
大
切

市川さん

求

人

求

人

求

職


